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はじめに
相似地震（小繰り返し地震）は、プレート境界に存在する小アスペリティが繰り返し破壊することで発生する。該当地

震が波形相関のみで同定されること、発生間隔の短い系列が多数あることなどから、事前に予測し、観測データで予測
結果の検証・評価を行うのに大変適している。筆者らは 2006年から関東～北海道の東岸付近及び沖合で発生する相似地
震について、毎年予測検証実験を実施してきた（Okada et al., 2012）。2011年予測は、2010年 12月までのデータを用い
て、183系列について 2011年中に発生する確率が事前に与えられている。ここでは観測データと照合した検証結果を紹
介するが、予測期間中に巨大地震 (Mw9.0，東北地方太平洋沖地震)が発生しており、その影響についても多少考察する。

予測モデル
これまでと同様に、ベイズ統計対数正規分布モデルを用いている。2010年予測までは全域共通のパラメータを採用し

ていたが、2011年予測は３つの地域（北部沿岸、南部沿岸、海溝付近）に分け、それぞれで異なる事前分布パラメータ
値を使用した。予測モデルの比較と評価のために、小標本論対数正規分布モデルとポアソン過程指数分布モデルによる
発生確率計算も行っている。

予測成績と検証結果
予測期間中に相似地震が１個以上発生したのは 85系列で、予測期待値 71.4系列より多い。個数検定（N-test）を行う

と、有意水準 99%では棄却されないが、95%で棄却される。平均対数尤度と Brierスコアは、-0.596と 0.200であった。
これらの値は 2009年予測に次いで悪く、７日先の降水確率予報（東京）よりも多少劣っている。尤度検定（L-test）で
は 95%の有意水準で棄却され、99%では棄却されない。尤度比検定（R-test）では、小標本論対数正規分布モデル及び指
数分布モデルに対して、予測モデルが有意に優れていた。

議論
2011年発生予測の成績（スコア）はかなり悪いが、巨大地震に伴う非常に高い余震活動が続いたにもかかわらず、極

端に悪い成績ではなかった。巨大地震前の相似地震活動は予測よりいくぶん低かった。また、地域分割の効果を見るた
めに、全域共通事前分布の 2010年予測モデルで 2011年の発生確率を計算したところ、平均対数尤度は-0.608であった。
尤度比検定を行うと、地域分割の 2011年予測モデルの方が有意に優れていた。しかし、異常な地震活動の年であり、こ
の地域分割が有効であるかどうかは即断できない。
各系列で１年以内に発生する相似地震の個数は、2010年以前は０個または１個であり、まれに２個発生する程度であっ

た。しかし、2011年は複数発生したものが 29系列にも達した。巨大地震後に発生した個数を地域別に見ると、北緯 40.5
度以北（青森県東方以北）の系列では通常のレベルであった。震源域でも相似地震活動はやや低調であったが、巨大地
震による周辺応力や小アスペリティの状態の変化を反映した可能性がある。その他の地域では活発化したが、特に三陸
沿岸域では顕著であり、余効滑りの影響を大きく受けたものと推測される。今後の発生予測には、地域的相違及び余震
活動の推移も考慮する必要がある。
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